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講演「電視観望望遠鏡ｅＶｓｃｏｐｅの衝撃」

渡部 義弥（学芸員）

天文教育普及研究会 関東支部会（２０２２年３月９日）

本講演は、フランスＵｎｉｓｔｅｌｌａｒ社が２０１９年に発売した、持ち運び式の電視観望

望遠鏡ｅＶｓｃｏｐｅについて使用経験を紹介した。従来の望遠鏡とは格段に簡易な

操作性と電視観望によって大都会でも銀河の渦巻きや星雲が楽々見える性能を踏

まえ、今後の天体観望会や天文教育活動に多大な変化をもたらすと紹介した。ま

た、観望会参加者が望遠鏡を操作する可能性、モダンな天体物理を学ぶことでおも

しろくなる解説など活用のあり方を唱えた。

講演「大阪市立科学館がめざす第４次展示改装」

吉岡 克己（総務企画課長）

第１３回全国理工系学芸員展示研究大会（２０２３年１月１９日）

１９８９年の開館以来の当館展示改装の経緯と令和４年度までに進めてきた今次

改装の考え方について、全国の科学館等でそれぞれの施設の展示更新を担う学芸

員に向けて紹介した。

特に、理工系博物館の特殊性、来館者層の低年齢化とその弊害を整理した上

で、当館の使命「科学を楽しむ文化の振興」、基本展示デザイン「本物・実物・生の

現象」を示し、スローガン「他にない、みんなで科学を楽しむ、快適空間の構築」に向

けて当館が目指す方向性を示した。

研究発表

２０



大阪市立科学館 ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

長期休館中（～２０２４年夏まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

■編集後記■

１１月の休館以来、展示改装のための作業が続いています。改装に備えて、展示場にある

資料をすべて梱包して引き上げる作業をしつつ、合間に展示業者さんと詳細な打合せを行

っています。間もなく本格的な工事が始まる予定です。（江越）

２０２３年１１／６（月）より、リニューアル工事等のため長期全館休館しています。皆様に
は、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
リニューアルオープンは、２０２４年夏の予定です。科学を楽しむ快適空間へと進化する

科学館にご期待ください。

休館のお知らせ

講演「科学館における科学技術史資料の展示課題」

吉岡 克己（副館長）

日本科学史学会第７０回年会（２０２３年５月２８日）

日本科学史学会シンポジウム「博物館における科学技術史資料の展示をめぐっ

て」において、シンポジウム主催の有賀氏（一橋大学）から依頼を受けて講演したも

のである。

吉岡からは特に地域の理工系博物館の現状について紹介し、地域の科学技術史

資料の逸失を避けるために地域の科学館が担うべき役割と課題を整理した上で、こ

れまでに実践した取り組みについて具体的に紹介した。
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